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 ワープロは本来、文書を制作して印刷することが目

的で開発された。それ以前は「ガリ版印刷」か「和文

タイプ」というものが主流で、小学校の事務室でも事

務職員の方が毎日依頼された文書を「和文タイプ」で

打っていた。 

 
しかし平成に入って、ワープロは各社の開発競争に

なり、文書作成の利便性よりも「いかに多くの機能を

付加するか」という方向に進化してしまった。この「文

豪ミニ」など、その最たる機種だろう。その証拠に「マ

ルチメディア」なるキーが、最も良い位置についてい

る。もちろん押してみた。 

 

 ズラリと大きなアイコンが表示された。メール送受

信、電話の音声通話、サウンドプレーや、インターネ

ットなどの機能だ。「ホームページ作成」というのも

ある。そういえば、私が初めて制作した個人ホームペ

ージはこのワープロで作り、ダイヤルアップでサーバ

ーにアップしたものである。 

 

 ハンズフリー通話という機能もよく使った。これは

今でもちょっと重宝しそうなので、試してみたい。 

 

 カラー印刷には専用のインクリボンが必要だが、モ

ノクロ印刷は感熱紙にもできる。本体下部のトレイに

は、当時入れた感熱紙もそのまま入っていた。 

 
 印刷設定をして実行すると、印刷の稼働音はしたが、

印刷はできなかった。感熱紙が古すぎたか、紙送りの

ローラーに問題があるようだ。しかし、この印刷機能

さえ正常なら、「完動（感動）品」ということになる。

幸い今の職場のメカに詳しい人がいるので、ちょっと

見てもらって、日常的に使ってみようと思った。 


